
謹 賀 新 年
ギャンブル依存症の被害者・家族の方にとっては新年も大変です。「７億円くじが当たった」「１０億ＢＩＧが９本も出た」などの報道も、ＣＭにあるように人を人形のように操るものとしかいえません。そして、今年はカジノという「大型台風」がやって来ます。もちろんそれはマネーゲームそのもので、アベノミクスどころか「カネノミクス（金呑み苦Ｓ）」といえます。
２０１３年１２月５日、国際観光産業振興議員連盟（ＩＲ議連　いわゆるカジノ議連）が「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律案」を衆議院に提出し、２０１４年１月中にも成立を目指すといいます。
市民運動の側でも反対運動が高まりつつあり、クレサラ対協の専門部ともいえる「依存症問題対策全国会議（吉田哲也事務局長）」が発足し全国的に活躍しているのに加え、近く「全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会（仮称）」が発足する動きもあります。
カジノ誘致に狂奔する自治体も多いのですが、東京オリンピックまでにとお台場案が先行しているようです。東京の猪瀬氏はトクダマネーに「汚染」され、カジノを推進する議員の中からも辞任要求が出て、12月19日に辞任表明しました。猪瀬氏は、５０００万円で「痴事」になったのです。
今年は禁カジノ運動の新年としたいところです。
以下、今年のカジノ界の「天気予報」です。
１．安倍のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・),かじの)とり方で、マカオ・シンガポール級のカジノ台風発生
２．ゼニ魂（土建屋、不動産屋、銀行屋、パチスロ屋、機器屋、リゾート屋、旅行屋、広告屋、メディア屋）の博打開帳会議の嵐吹く
３．全国賭博開帳利権屋、カジノ場所・席取りに北海道から沖縄まで30県（件）の「竜巻き」発生
４．東京お台場の本命に、大阪、沖縄、そしてハウステンボス長崎、シーガイア宮崎へと西風も吹く
５．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・),火事の)コンゴの大使館　カジノ通いは借金、窃盗、放火の風潮
６．金の成る樹（期）は逃さじと海外業者も売買（梅雨）前線
７．大陸（中国）の金持ち請うさ（黄砂）も汚悪煙でＰＭ２.５スモッグ警報
８．カジノ風吹けばオラが儲かるとカジノ議員は働き、射倖の熱波で法案提出
９．依存症２００万人、カジノ依存３０都道府県で日本列島群発地震発生拡大中
１０．津波の宮城・岩手と基地の沖縄　難局とかす　カジノ南風（はえ）
１１．カジノ呼ぶ　猪瀬都知事に５０００万　風輪火輪で五輪中（御臨終）
１２．カジノの不倫は犯罪、病気、反教育、反労働の邪風
ネット依存とギャンブル依存症
　オンライン、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）に没頭する「ネット依存」で医療にかかる人が増えている。その依存症の怖れのある人は２７１万人（厚労省科学研究調査2008年）で、子供を加えると５００万人を超えるという。
ネット利用を減らせない「ネット依存」は今や立派な病名（診断名）だ。韓国では、ネットに熱中した夫婦が生後３ヶ月の子を餓死させたという事件が起こり、生徒１８０万人を対象とした調査では５％に依存が確認された程だ。日本でも診断とクリニック治療が増えている。沖縄の西村Ｄｒによれば、日本のネット依存は「ネットワーク依存」であり、子供へのコミュニケーションサポートが必要という。
ネット依存はネットゲーム依存でも、消費者被害ももたらしており社会問題となっている。
ネットによるオンラインギャンブルとなるとその実態は一層解明されていない。
オンラインギャンブルと違法性
オンラインギャンブルは、その適法性に問題がある。外国の宝くじは日本では買えないし、違法であると国内宝くじも宣伝している。そして、オンラインのカジノは、イギリス領ヴァージン諸島、オランダ領キュラソー島、そしてフィリピンの「ジパングカジノ」等が開設され、日本の業者がＨＰを開設して宣伝している。スロット、ルーレット、バカラ、麻雀まであり、その入金方法や賭け方が案内されている。しかし、これに加わって勝っても金を回収できるかとなると実に危険だ。これらのＨＰは、日本で金の受け渡しをしなければ逮捕されることはないと言うが、警視庁は違法になり得ると警告する。刑法１８５～１８７条は、殺人罪や窃盗、公文書偽造と異なり、賭博について「国外犯」を対象としてないように見えるが、外国に注文した賭博金が日本国内に入金されると処罰されうる。日本の客が日本から外国の賭博に注文を出し、外国からその勝ち金を受け取るのは賭博行為とされると考えた方が妥当だろう。
そもそもこんなインターネットのオンラインカジノは「違法ではない」「適法である」との保障もされず、実際に金を賭けて現金を稼ぐことがあって立件されうる。今立件されていないことで犯罪でも詐欺でもないといえるものでもない。例えば、カジノサイト「スマートカジノ」には坂東直人の名も出すが、住所も判らず、自分がカジノのお手伝いをしているとは自認していない。自らの責任を免れる“免責”も用意して逃げている。しかし、日本での賭博開帳の共犯であるともいえる。また別のサイト「ドリームカジノ」もその出処がはっきりしない。うっかり登録するとカジノや闇ギャンブルの顧客台帳に載せられるだけだろう。要するに、賭け金としての出金（サイトへの送金）はできるが、「払い戻し」「勝ち金」の受領となるとトラブルが待っている。
それにしても、カジノ議連らがネットカジノを取り締まれとも言わないのは、無知なのか故意なのだろうか。ちなみに、アメリカにはインターネットカジノを禁じる法律がある。
インターネットでの公営競技の券売り
　公営競技場に行ってレースを見て買う客は少なくなり、今は場外馬券（ウイング）、場外車券（サテライト）、場外舟券（ボートピア）等がないと維持できない。これに加えて実は、インターネットで公営競技が広がっている。インターネットでの券買いがなければ「赤字」はもっと増える。
競馬、競輪、競艇等の収入は1レース毎に雑所得で計算される。負け損の分は別として、勝った分は雑所得として集計し、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・),勝ち券)の経費を払戻金から差し引いた利益を自主申告しなければならない。
インターネットで馬券を買っていた客を、2012年大阪地検が5.7億円を脱税したとして立件した。2013年5月23日、脱税額は1.4億円に減額されたものの無申告とされ、懲役2ヶ月（執行猶予2年）の判決が言い渡された。これは、コンピューターで継続的に馬券を購入するシステムをとっていたことで、経費計上を大きく見たものである。検察は国税局の意向を受けて、あくまで地裁の経費計算は誤っているとして控訴し、今も大阪高裁で審理中である。
実は、競馬等は競技場や国内の券売場での賭け金でもレース毎に雑所得が生まれ、勝った分だけの年収益が１００万円を超えると納税義務が発生する。この理はパチスロやカジノでも同じであり、この取引をすれば賭博罪だけでなく所得税法違反が発生することを知るべきである。なお、この所得税法違反についていえば、オンラインでの株、バクチ同然のＦＸ取引をしている者はほとんどが申告しておらず、脱税の常習者という見方がされよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上）
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書評１　『熔ける―大王製紙前会長井川意髙の懺悔録―』双葉社（2013年11月17日発行　1400円＋税）
　11月17日発売の本書の帯には著者の顔と、堀江貴文による「失敗しない人間などいない。人生は何度だってやり直せる･･･」という自らに語るかのごとき推薦文と、「カジノで失った106億8000万円」「東大に現役合格、赤字子会社を立て直した20代、42歳で社長就任、有名人との華麗なる六本木交遊、噂に上がった女性芸能人たち･･･　すべてを手にしていたはずの男はなぜ“カネの沼”にハマり込んだのか？　大王製紙創業家三代目転落の記」とある。
　本書は本人による全文自作というより、話したことをゴーストライターが文章にしたのであろう。これは書籍名や章立てからしても明白である。文は読み易く、思わせぶりだ。ギャンブルオンブズとして読むと、マカオやシンガポールでのＶＩＰカジノはバカラ中心だという状況はよく判る。第1章と第6～8章のギャンブル依存症（「一時的」というも10年以上続いているともいえる）の下でのＶＩＰカジノの実態が参考になる。
　しかし、他は井川氏の半生記と思わせぶりな交際報告である。なぜ2010～2011年の間に大王製紙の子会社から100億円を超える特別背任ができたのかについては、親会社の社長･会長であった以外の詳しい説明はない。106億8000万円の借入金という犯罪認識は、被害弁償したことで自ら軽く評価しているように見える。もとより彼の地位・経歴がなければ引き出せなかった106億円だが、もし、バカラに勝って返せていれば表にも出ずに済んでいたのかと考えると、やはり「選良」意識下での犯罪と思わざるを得ない。
懲役4年の実刑で、ＰＦＩ方式による刑務所、喜連川社会復帰促進センターで服役中という。
　「一人の愚かな男の転落記として読んでいただければ十分だ」とあるが、彼と彼の犯罪を許した企業での業績は自負し、エリート意識は残っている。
　そして、カジノやギャンブルの害について自らは依存症だったと言いながら、カジノへのコメントがない。日本でカジノをつくれば自分のような人間もまた生まれるとは考えないのだろうか。
書評２　『続「パチンコの経済学」21兆円ビジネスの裏で何が起きているのか』佐藤仁著　東洋経済新聞社（1600円＋税）
１．2007年出版の前著の続刊、2010年12月2日発行。民主党政権下のカジノ法草案の頃までパチスロを中心としてギャンブルの世界を書く。
　　実はパチスロは著者のいう「ギャンブルの純損失」（公営ギャンブルの控除率）が高く、日本人は年に5兆3387億円のテラ銭を使い、パチスロがその内3.5兆円を占めること、パチスロは75～90％、宝くじは40～50％、公営5競技は75％、totoは50％に対し、オンラインカジノが96～98％の客へのペイアウトであることで、オンラインカジノやカジノと同じＦＸ取引に賭客が移っていることを指摘する。
　　パチスロの現状と未来をカジノやオンライン賭博カジノ、ＦＸ取引も視野に入れて解説している.一部、インターネットに暗い者には判りにくいところもあるが、株取引、外国為替証拠金取引（ＦＸ取引）の金融取引がギャンブルとほぼ同一である実態をインタビューもして明らかにしている。これらを実際にやっている者は、結局賭博罪と脱税のいずれかを犯していることになろう。
２．なお、本書はパチンコ世界の表面的世界の「経済学」を書いているのでなく、１章「パチンコの今とこれから･･･」では、粗利益率を隠すパチンコ業界の粗利益率が36％レベルで公営ギャンブル25％より高いことや、パチンコＣＭを増やす戦略、カジノ解禁の動きに合わせた換金合法化やカジノの調整をめぐる問題、パチンコの暗い未来を書く。
　　２章「パチンコの基礎知識」では、正村ゲージ以来の歴史とホールの利益の仕組みと経営状況、さらに釘調整と遠隔操作を述べるが、ギャンブルにはまる依存症や魔力も述べる。1995年をピークとするパチンコ産業の実態は、風営白書やレジャー白書を引用。
　　３章「パチンコの抱える構造的な問題」では、パチスロの高射倖性が生まれた事情や換金をめぐる刑法、風適法上の問題をいう。警察は三店方式と共に300万台の釘調整を見て見ぬふりしていることを述べ、これらのホール事情が上場できない理由という。
　　４章「境界なきギャンブルvs金融商品」ではパチスロファンがＦＸ取引に流れる実態や、バカラと金融商品の類似性をいう。これらは世界に広がり、既に日本でもオンライン・カジノ市場が広がっているという。ＦＸ取引をしたりスロットをする人にインタビューし、境界がないとしている。16頁にわたってロシェ・カイヨワ『遊びと人間』の社会学を適用して説明までする。
　　５章「カジノビジネスの動向とパチンコ」では、ギャンブルの分類、カジノの分類から始め、世界のカジノ、ギャンブル産業を紹介する。チャイナマネーや観光立国推進とカジノの位置づけ、展望をしているが、詳しくは谷岡一郎、美原融、木曽崇、中条辰哉、佐々木彰氏らの著作の検索をという。日本のＩＲ型カジノは３ヶ所で十分ともいう。
　　６章「パチンコとゲーミング産業との共存」では、ギャンブル大国の日本をみて、ギャンブル産業とパチンコ産業の抜本的改革をいう。そして、カジノが解禁されるとパチンコ客が流れるとして、釘調整しないホール、カジノ、公営競技との共存をいう。また、ホールの「３段階生残論」をいう。
著者は大手パチンコホールダイナムの役員もし、今はホール経営中堅のメッセにいる。ギャンブルに詳しいが著者は、ギャンブル依存症等の害は人間の射倖心や探求心からの「希望」が裏目に出た場合といい、実際には奏功しているとはいえない業界のリカバリーサポート・ネットワーク（ＲＳＮ）が2006年にスタートしたことで、業界を免罪する。自らパチスロ産業で生きる立場にあるとはいえ、経世済民の経済学と名乗るには恥ずかしい結論といえる。
書評３　『パチンコの経済学　内側から見た30兆円ビジネスの不思議』佐藤　仁著　
東洋経済新聞社（2007年3月15日発行　1500円＋税）
　書評2の続版を先に読み、本書は古書として入手した。パチンコ業を心配し、ギャンブルを肯定する氏の著作だが、「この業界には産業統計やガイドブックといった類のものがない」、パチンコ店が情報発信できないのは「現状のパチンコが違法性の高い換金行為や釘調整問題を抱えており、これらに触れることがホール企業、遊技機メーカー、さらには警察にとってのタブーになっているからに他ならない」とはっきり言う。
　第1章「パチンコの面白さ、そして危うさ」、第2章「パチンコ人口半減なのに30兆円維持のカラクリ」、第3章「「パチンコと技術介入　この世界に類を見ないルール」、第4章「メーカーは上場できて、なぜホールはできないのか？」、第5章「パチンコの謎　換金問題」、第6章「パチンコの闇　釘調整と設定」、第7章「パチンコヘビーユーザーと『下流社会』」、第8章「韓国パチンコ　ゲーミングの国家戦略」からなり、年表や自民党のカジノ導入の基本方針の資料まで付している。パチンコに関しては氏の経歴からして詳しく業界の事実についてはよくわかる本である。
　だた、本書にある「カジノ反対論者は、日本にカジノができると、免疫がない日本人はのめり込んでしまい社会問題化するというが、あまりにも世界を知らなすぎる。日本人ほどギャンブルに当たって訓練されている民族はないと思う。なにしろパチンコで揉まれているのだから」（Ｐ215）というのは、乱暴な見解である。著者は「ゲーミング業界としては遊技機メーカーの将来も踏まえ、カジノを視野に入れた上で戦略ビジョンを描くべきときが来ている」というが、氏の商売人感覚である。
書評４　『ギャンブルの経済学』佐藤　仁著　リヨン社（新書版2007年11月20日発行　857円＋税）
　パチンコ業界にいた氏のギャンブル全体への著作。「ヒトがギャンブルにはまるには理由がある。脳には勝負にのめり込んでゆくメカニズムがある」「ギャンブルの世界はルールさえ守ればいくら勝っても、相手がのた打ち回っても咎められることはない。ルールの範囲内であれば徹底的に人を痛めつけられるものである」と強調し、本質を指摘している。
　そしてその内容は、第1章「なぜ人はギャンブルをやめられないのか」で、そのエピソード、歴史、世界のカジノ、民族性を書く（そのほとんどは他の著作の転用だが）。第2章は、世界のギャンブルと経済、米国の好調と日本の不調、世界のカジノ潮流、日本の候補地、そしてパチンコ業界出身者として日本のギャンブル産業を「心配」している。最後に、本書は「個人的な体験をもとに書いた雑学の域を出ないもの」と謙遜する。
　カジノ依存症は氏も深刻な問題とするが、その対策は貧弱なことを知っている。全遊連のＲＳＮの案内チラシも「ホールの意識が低く、チラシを読んで来店しなくなっては困るというレベルのホールもある」という。家庭用ゲーム機の「脳内汚染」も今後の研究とし、人の生理メカニズムが「負けると分かっていてなぜかやめられない」とするが、そんな脳科学より、そんな客を喰い物にするギャンブル産業の現状を許し、病人を増やす必要があるのかに応えてほしい。
　リゾートとカジノを楽しむリゾカジマスターのグループとサイトがあるようだ。氏は、現在日本人の0.1％にあたる10万人のカジノ人口を、1％100万人にしようという日本のカジノ解禁論者。公営ギャンブルや宝くじの控除率を大幅に引き下げることを条件に民間委託をすれば「お客は何倍にも増える」というが、これではギャンブル依存症を増やすことになる。　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）
カジノ依存（症）の自治体
井　上　善　雄　
１．今、全国の多くの自治体がカジノ誘致へと動いている。財源不足（政府からの税配分減、人口減、高齢化などで税収は減り、費用が増える）を補うというのが建前だ。自治体関係の公営競技収入は減り、赤字のところも多い。かといってパチンコ屋を誘致もできない。そこに複合観光施設（ＩＲ）という美名の賭博場（カジノ）誘致で収益も期待したいというのである。
２．ちなみに、北からいうと次の県や県内自治体及び関係業界が名乗りを上げている。北海道（札幌、苫小牧、小樽、釧路、夕張）、岩手県、山形県、秋田県、宮城県、茨城県、栃木県、千葉県（幕張等）、新潟県、富山県、石川県、福井県、東京都（お台場等）、神奈川県、長野県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、大阪府（大阪市舞洲等、りんくう等）、和歌山県、香川県、徳島県、愛媛県、福岡県、長崎県（ハウステンボス）、宮崎県（シーガイア等）、沖縄県（糸満、宜野湾（普天間））の２８都道府県ないしその地域内の市区である。
３．私たちは、ギャンブルによって生まれるギャンブル依存症に注目し、その他の害も含めて公的ギャンブルがその生みの親、拡大源とならないよう求めている。しかし、視点を変えると、自治体が収益金欲しさに富くじも含めて賭博を拡げ、“依存症”状態にあると気付く。
　　富くじである宝くじは、戦災復興を理由に生まれた。国は昭和30年に止めたが、今も自治体ではその目的で継続している。公営4競技も、戦後の産業力が弱い時代に各産業振興を旗印とした。しかし、その目的は失われ、今や公営競技は赤字のところも多い。むしろ、廃止に伴う補償金等処理費用がないために続けているところが多い。
　　ギャンブルは社会に有益な農工業生産物を生まない。市民の文化、娯楽、アミューズメントは自由な産業だが、賭博、ギャンブルとして社会的に肯認できるものは、市民に“病気”をもたらすことのないものに限ってよい。しかし、現状の公認ギャンブルは病気をもたらしている。パチスロと宝くじは万病の元となり、年中拡がっている風邪で誰もがかかりやすい病気、公営競技は開催自治体中心の公害病といえる（しかし、場外券売場とインターネット売買で拡大中）。totoは新しいインフルエンザである。そしてカジノは、病気でいえば健全なゲームを全て病にする全身癌である。難病でもあり、深刻な結果も生む。本来、ヤクザやマフィアの非合法賭博の開帳を政府のコントロール下に置くという建前で正当化するのがカジノである。公営競技のような主催者制限と開催の特定目的さえない、本格賭博である。こんなカジノを日本の20ヶ所以上でやりたいというのは、金儲けのためなら外国の植民地のまねをしたいという病気が日本に拡がっているからだ。
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カジノ反対の歌・唄シリーズ①　カジノ盆暗唄（北海盆唄の曲）
♪ハアー　北海迷惑　ハアドウシタドウシタ　数々コラあれどよ　ハアそれからどうした
　　札幌でな　カジノやるさの　こりゃ　それさな　盆暗よ　はあえんやこら　はあどっこい
１．「札幌」を小樽、苫小牧、釧路、函館、夕張まで　６番まで変えて歌います。
２．北海名物こと北海迷惑を、東京、大阪、長崎、宮崎というように都道府県名に変えて、地名のお台場、夢洲、ハウステンボス、シーガイアと変えると全国のカジノ盆暗唄になります。
３．全国で「カジノ盆暗唄」を拡げているのは、安倍頭（アベコウベ）のカジノ議連が合唱しているからです。北海迷惑など地方迷惑でなく「国民迷惑」がピッタリかもしれません。 
７億円宝くじ・１０億円ＢＩＧは「麻薬商法」
１．広辞苑によれば、「射倖心」とは「偶然に得られる成功や利益を当てにすること」とある。しかし、射倖心を持つ者はこの偶然性を客観的には理解しておらず、自分にはよい巡り合わせがあると信じている。したがって、この広辞苑の定義は不十分で、「可能性の（著しく）少ない偶然性を当てにすること」というのが正しい。そして、問題は「成功への正しい努力をしないこと」である。
宝くじやサッカーくじ（ｔｏｔｏ）は一等賞金を上げて射倖心を煽っている。昔は10万円だった宝くじ賞金は100万、1000万、1億、2億、4億、6億、8億と拡大して新商品を売っている。2013年11月10日からｔｏｔｏのＢＩＧは「日本くじ史上最高」と称して10億円くじを販売した。その吊り広告をみると本当に10億円が必ず1本当たるように解されるが「10億円！」の字の100分の1以上小さな誰も読めない字で「キャリーオーバー発生時の場合」との註がある。通常は1等6億円で1口300円のくじを買うと機械が所定のサッカーの試合結果を適当に予想し、14個の0，1，2の数字の配列20兆ケタの一致が起これば1等6億円となる。だから宝くじと異なり、1等が必ず出るとはいえない。1等の理論上の確率は変わらないが、実際に全ての想定くじを買う人はいない。1等はもちろん、2等1個ハズレ、3等2個ハズレ、･･･6等5個ハズレも一定数当選者は決まらない。発売元のスポーツ振興センター（ＳＳＣ）では1等は約480万分の1の理論値というが、実際には1等のないことが多く、次回に繰り越されるとキャリーオーバーと言って6億円より高い上乗せ配当をするのである。だから、売店ではキャリーオーバー発生中と宣伝して客を募っている。
昨年の年末ジャンボ宝くじは、1等5億円と前後賞合わせて7億円として煽っている。こちらは30億円を1ユニットとし、30億円を売り上げた中に5億円が1本あるという計算である。
ＢＩＧも宝くじも要するに、客が買ったら2分の1以上（約55％）をボッタクリ、約45％が5億円くじを含めた配当として当たる仕組みである。宝くじの1等は約1000万本に1本である。1年間に5回のジャンボとすると、1枚ずつ買い続けて200万年かかる計算である。毎回100枚買い続けても2万年かかる。一方、ＢＩＧの1等が480万本に1本というのは2等以下を当たりにくくしているくじだからである。キャリーオーバー分を賞金に上乗せしないと賞金総配当が平均45％～50％にならず（言い換えると多くは55％以下になる）、より配当比率（当選比率）を低くしているのがＢＩＧである。
この仕組みはロト7などキャリーオーバー制を導入している宝くじも同じである。
射倖心で大衆の金を抜くやり方がどんどん大きくなっている。射倖心を高める「薬」と称する毒の「麻薬」をより強くして売上を増やすのが「麻薬商法」である。
２．このように、国民の多くを射倖心という「麻薬漬け」にするカジノを全国で展開できるようにしようとしているのは、賭博を開帳したい、昔でいえば「ヤクザ」であろう。　　　　　　　（Ｙ）

　カジノは「ギャンブルオンブズマン」グループで追及しています。関心のある方は既報のそちらのブログもご覧下さい。ギャンブルオンブズマン会ブログ：http://gambl.seesaa.net/
新カジノカルタ
と　東京・大阪　痴事　カジノ欲し　　　　　ち　チップで　金銭感マヒさせる
は　パチスロ店はミニカジノ　　　　　　　　す　スロットはカジノの入り口
く　クレジット用意してカジノさせ　　　　　る　ルーレット　０と００胴がとり
い　イカサマは昔　今はないと　　　　　　　ほ　法律が賭博許せば罪ならず
そ　組織犯罪　生み育て　　　　　　　　　　う　上の階　ＶＩＰルームでルーレット
ん　んーと罪をつくりだす　　　　　　　　　き　キノはビンゴに似たゲーム
に　日本客を喰わねば　成り立たず　　　　　よ　良きカジノは貴族だけ？
ま　マネーロンダリングするところ　　　　　た　大小　マカオで巾効かす
ふ　富豪狙いはマカオにマネラ　　　　　　　ね　ネバダ州　カジノで成り立つ砂漠州
い　依存症　自己責任がこの社会　　　　　　わ　わかっちゃいてもやめられねえ
あ　悪銭、盗金　みな落とす　　　　　　　　れ　冷酷な　貸した賭け金取立屋
も　もてなすＶＩＰは賭金次第　　　　　　　お　お台場案から全国各地
ひ　病的賭博はとまらない　　　　　　　　　こ　コンプで顧客争奪し
ろ　労せず稼ぐ射倖心　　　　　　　　　　　え　エンタメ建前　ＩＲ（特定複合リゾート）
め　メガカジノ目指すＩＲ　　　　　　　　　て　テーマカジノも客引く方法
つ　罪を犯して賭ける金　　　　　　　　　　む　無理でもしたい　赤字の自治体
み　未成年入れると罰金　建前は　　　　　　り　リゾカジはリゾート・カジノの合成語
な　名乗り出る自治体こそカジノ依存　　　　や　やり続け必ず負ける大数法則
か　カジノ依存の金持ち歓迎　　　　　　　　ら　来年　いやもう一年　誘致行政
し　自国民入れないカジノ不平等？　　　　　せ　世界から賭客呼びたいカジノ乱立
の　呑ませ酔わせて抱かせてカジノ　　　　　ぬ　盗み　横領　賭金を問わず
を　終わったときは自殺か破産　　　　　　　さ　最高顧問に安倍頭（アベコウベ）
ゆ　誘致競争　利権の対象　　　　　　　　　け　ゲームをするのはバカラから
う　ウサン臭いヤツ　お引き取り　　　　　　へ　減る人口　バクチの客も人のうち
賭博依存にマフィアも広め　罪なカジノを　誘致する
暴挙だね　我大声で　無理やらせぬ　叫べ　    （４８文字カルタ）
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海外企業の日本カジノ戦略
　日本のカジノ法（ＩＲ法）の動きを見て、世界のカジノ企業は日本進出を狙っている。例えば、米国と香港の上場企業「メルコ・クラウン・エンターテインメント（新濠博亞娯楽）」は東京のお台場カジノを中心にその進出を計画している。12月17日の産経紙、12月18日の毎日紙にはカジノの言葉は一言も出さないが、東京芸術大学へ10億円を出し、日本の「芸術文化」「着物文化」をテーマにコラボレーションを行うという。「日本のために、アジアのために」というが、マカオで一大カジノリゾート（シティ・オブ・リゾート）を展開する賭博ビジネス企業が、文化支援の名の下に日本に進出する手段なのである。朝刊の一面広告に商業紙は弱いし、むしろカジノリゾートであろうとその宣伝のお先棒を担ぐのである。
　カジノリゾートを本格的に建設すると、建設だけで数百億円の投資も必要となる。今後、その開催権を獲得するためにはメルコならずとも、①政界、②行政、③土地、④建設、⑤銀行・証券、⑥広告、⑦メディア、⑧機械メーカー、⑨ホテル、レストラン、会議場、展示場の各運営ビジネスとのコネクションが必要となる。外国の既成カジノビジネスの参入には、日本の競争企業、パチスロ企業、公営競技、司法当局まで様々な「敵」があるから、世論とメディアについては早めに手を付けたと言えるだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）
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１．昨年12月から政界は、特定秘密保護法、カジノ法を強行する国会や都知事辞任など「じぇじぇじぇ」の連続。「アホノミクス」という新語もありましたが、安倍政権は「カジノミクス」のようです。18日、大阪府・市はＩＲ誘致庁内組織をつくり、大阪府痴（ママ）事の松井一郎は「国内外から人、モノ、金を呼び込む起爆剤」、橋下恣（ママ）長は「夢洲に決めて進めたい」と語ったという。二人は「賭博開帳幇助」にいよいよ税金を使うのです。
２．2013年もギャンブルと犯罪に絡む事件が数え切れないほど起こりました。インターネットサイト「pachimura.com」では、過年の重大事件をアーカイブスとしてまとめています。やがて2013年も集計されるでしょう。関心のある方は「パチムラ」で検索してみてください。ここでは全てを紹介できませんが、重犯罪、詐欺、社会問題、社会の動き（カジノとパチンコ税）、広告、業界動向、店内事件、賭博摘発など詳しいものです。
３．本会報もときどきギャンブルと犯罪にかかる事件を伝えていますが、12月の1ヶ月だけでもとニュースを追ってみました。窃盗、傷害事件などはもはや珍しくなく、これに加えて多いのが預かり金、使い込みなどの横領、背任事件です。なかでも警察・消防等の公務員や公務関係者の犯罪がよく報じられました。民間の横領は弁償して表沙汰にされないことが多いのです。民間での犯罪額は公務員不祥事の100倍以上でしょう。また、ギャンブルの賭け金に消費したのが賄賂（浜松市職員外）というケースも少なくありません。
４．カジノに関するニュースには次のようなものがありました。
　12月5日：特定複合観光施設整備推進法（カジノリゾート法）案　国会提出
　　　これにより、日本のカジノ誘致熱が一層高まっています。しかし、アジアでのカジノビジネスの過熱と難しさをいう指摘（フィナンシャル・タイムズ）もあります。中国人の金持ちを狙うカジノは中国人の多いマカオ、香港、シンガポールもあり、ベトナムの計画は中止、北朝鮮もありますがビジネスにはなりません。マニラ、オーストラリア、スリランカなどではメルコ・クラウン・エンターテインメントがカジノを進め、日本にも進出を狙っています。
　12月24日：大阪府・市、ＩＲ誘致庁内組織（ＩＲ立地準備会議）設立　　朝日紙、毎日紙
　　　大阪に限ったことでなく全国的に2013年に入ってますます激しくなりました。カジノに絡む主な動きは次のとおり。（パチムラより）
　　　1月9日　「夢洲」にカジノ誘致で調査費（大阪府・大阪市）
　　　2月6日　沖縄宜野湾市、カジノ経済論議
　　　2月20日　維新、カジノ議連　法整備へ
3月13日　猪瀬知事　カジノ誘致に意欲示す
6月30日　泉佐野市　りんくうへのカジノ誘致、本腰
7月23日　ＩＲ協議会　釧路市長にカジノ誘致要望（9月17日続報）
7月26日　カジノ誘致研究会（宮崎市）（9月17日、9月24日続報）
8月26日　小樽、釧路　カジノ誘致、苫小牧も（10月18日続報）
9月30日　安倍首相もカジノ「利益誘導」
10月4日　カジノ反対の声　宮崎市（10月9日続報）
10月18日　カジノ反対の声　苫小牧
11月7日　フジテレビらお台場カジノ案　特区事業準備室（11月18日続報）
11月18日　カジノ　シーガイアに（宮崎）
５．カジノを含むギャンブル熱の一方で、実は違法カジノ（スロット）の先行があります。2013年11月現在で10件以上の違法スロットが検挙されています。東京歌舞伎町、大阪ミナミなど常に数店あり、常習化して摘発を受けても2ヶ月後には開業しているというイタチゴッコ。
　　そして、違法カジノの本丸が違法バカラ。数千万～十数億円の賭博売上が、大阪、横浜、京都で摘発されています。もちろん東京も。
　　加えて、ネット賭博。これも少額は数万円だが、市場は7兆円といいます。海外カジノサイトに接続してのバカラが多いそうです。2013年1～11月までに日本国内の東京、名古屋、福井、大阪、堺、立川など10件以上が摘発されていますが、これもイタチゴッコ。オンラインカジノを合法というネットの宣伝もあります。国内のパソコンからのインターネットによるオンラインカジノの換金は、競馬、競輪、宝くじのように特別法上の規定がなくとも違法ですが、違法賭博はなくなりません。
実は、インターネット（オンライン）バカラや違法バカラの取締を不十分として、本格カジノを違法賭博撲滅を導入の理由とするのは低次元な言い分です。
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◆◆　カジノ川柳募集　◆◆　是非ご投稿下さい。
【ダジャレ付き川柳「カジノ」の例】
　①ＩＲと言うてカジノを隠してる　　　　　（アイでアール）
　②お台場で盆暗バカラするのかな　　　　　（ボンクラ）
　③賭けが舞い咲くか夢洲カジノ場　　　　　（ゴミと金の埋洲）
　④シーガイア　カジノ再生　リゾートと　　（海害野に）
　⑤子供向けハウステンボス　親カジノ　　　（名が先走る）
　⑥辺野古基地　カジノ誘致と埋め合わせ　　（置罠　オキナワ）
　⑦北の海でカジノの道を四案する　　　　　（思案の末か）
　⑧中部からカジノアメをば舐めとこう　　　（常滑市）
　⑨窮恥の自治体なれば　甘い夢　　　　　　（九州）
　⑩東北のカジノ誘致に自信ある？　　　　　（地震たっぷり）
　⑪熱海案　カジノは別れろ切れろだろ　　　（貫一もお宮に）
　⑫ヨサコイと高知カジノはあとにして　　　（難極土佐）
　⑬徳島のカジノ構想　アワと消え　　　　　（阿波のエライヤッチャ）
　⑭原発に加えてカジノはもうイイヨ　　　　（伊方伊予）
　⑮バカヤマといわりよと　カジノ　キイーと来て　（紀伊）
　⑯先ミエず　シガみついてる　カジノ案　　（三重・滋賀）
ギャンブルオンブズマン
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なくそう！
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当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会





事務局だより
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